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概要
• 医療リアルワールドデータは、日々の診療行為や薬剤処方によって生じるデータ群のことで、レセプト・DPCデータ、
電子カルテ情報データ、健診データなどが含まれます。

• 私たちは、これまでノバルティスファーマ社、協和キリン社、エーザイ社等との受託研究を実施した経験を持ち、特定の
疾患の罹患実態や、薬剤の処方実態、イベントや副作用との関連などの疫学研究を実施しました。

• 研究の更なる発展として、最先端の解析手法の導入やAI（機械学習、深層学習など）の応用、パーソナルヘルス
レコード（PHR）やウェラブルデバイス等との技術開発も視野に入れ、医療リアルワールドデータの可能性を高めます。

医療リアルワールドデータとは

医療リアルワールドデータは、日々の診療行為や薬剤処方によっ
て生じるデータ群のことで、レセプト・DPCデータ、 電子カルテ
情報データ、健診データなどが含まれる。例：数百億のレコード
情報

使用可能なデータベース群

電子カルテDB（2300万人）、診療報酬請求レセプト情報
（700万人）、DPC（3000万人）、調剤薬局情報統合（大手5
社3500万処方箋相当）、母子保健情報（4万5000人）、学校
健診情報（150自治体20万人）、介護入所時情報等

医療リアルワールドデータの特長

 累積登録患者数はのべ1,700万人のレセプト、550以上の DPC病院・非DPC
病院のデータが使用可能（JMDC社提供例）

 傷病名、薬剤名、診療行為等の情報に加えて、DPCでは入院時情報、退院サマリ
なども含まれる

医療ビッグ
データ！
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